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有
為
会
の
近
況 

 
 

 

 
 

百
三
十
周
年
記
念
事
業
改
修
工
事
終
了 

 
 

昨
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
で
、
仙
台
興
譲
館

で
二
名
の
寮
生
が
体
調
を
崩
し
ま
し
た
。
こ

の
事
態
に
、
支
部
は
記
念
事
業
の
寮
改
修
に

お
い
て
寮
室
を
二
重
窓
へ
改
修
し
、
カ
ー
テ

ン
も
厚
手
の
も
の
に
変
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
工
事
は
本
格
的
暑
さ
が
到
来
す
る
前
の

六
月
に
終
了
し
、
そ
の
効
果
あ
っ
て
か
、
こ
の

夏
、
熱
中
症
に
な
っ
た
寮
生
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
実
際
、
晴
れ
た
日
に
内
窓
の
ガ
ラ
ス
に

触
れ
て
み
る
と
、
外
窓
の
温
度
に
比
べ
て
か

な
り
低
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
温
暖
化
の
進
行

具
合
に
よ
っ
て
は
、
将
来
空
調
が
必
要
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
に
も
内

窓
は
冷
房
の
効
率
を
高
め
る
ば
か
り
で
な
く
、

冬
の
暖
房
の
効
率
も
高
め
る
こ
と
か
ら
無
駄

に
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
他
に
、
屋
上
の
防
水
工
事
、
厨
房
始
め
各
所

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
外
回
り
の
砂
利
敷
き
、
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交
換
等
、
寮
生
活
を
快
適

に
す
る
小
工
事
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

仙
台
興
譲
館
の
近
況 

 
 

今
春
の
入
寮
者
は
ゼ
ロ
の
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
。
四
月
当
初
の
寮
生
数
は
十
一
名
（
定

員
十
五
名
）
で
し
た
が
、
そ
の
後
寮
生
は
二
名

減
り
、
十
二
月
現
在
の
寮
生
数
は
九
名
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

東
京
興
譲
館
も
今
春
入
寮
者
が
ゼ
ロ
で
し

た
。
東
京
、
仙
台
と
も
に
入
寮
者
が
な
い
と
い

う
事
態
は
過
去
に
な
く
、
事
態
を
重
視
し
た

本
部
理
事
会
は
高
校
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
対
策
を
議
論
し
ま
し
た
。
募
集
が
振

る
わ
な
い
原
因
は
様
々
で
、
短
期
的
、
長
期
的

対
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
多
く
の

受
験
生
が
早
期
の
住
居
の
決
定
を
望
み
、
合

格
前
に
住
居
を
予
約
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
の
で
、
短
期
的
対
策
と
し
て
、
来
年

度
の
入
寮
募
集
に
予
約
募
集
（
大
学
合
格
前

に
予
約
内
定
を
行
う
）
を
導
入
す
る
こ
と
を

き
め
ま
し
た
。 

 

支
部
行
事 

 

令
和
元
年
度
支
部
通
常
総
会
・
講
演
会
・
懇

親
会 

令
和
元
年
六
月
一
日 

会
場 

仙
台

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
（
総
会
・
講
演
会
）、
ス
マ

イ
ル
ホ
テ
ル
仙
台
国
分
町
（
懇
親
会
） 

 

[

総
会]  

参
加
者
十
八
名 

平
成
三
十
年

度
活
動
報
告
と
決
算
、
令
和
元
年
度
事
業
計

画
（
案
）、
予
算
（
案
）
を
承
認
し
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
支
部
長
か
ら
仙
台
興
譲
館
の
小

野
寺
寮
母
さ
ん
に
、
日
々
の
食
事
の
提
供
ば

か
り
で
な
く
、
寮
生
の
生
活
面
に
も
心
を
く

ば
っ
て
来
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら

う
感
謝
状
と
さ
さ
や
か
な
お
礼
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
総
会
に
は
大
滝
会
長
が
臨
席

さ
れ
ま
し
た
。 

 

[

講
演
会]  

参
加
者
二
十
五
名 

 

講
師 

大
滝
則
忠
氏
（
米
沢
有
為
会
会
長
、

米
沢
有
為
会 

仙
台
支
部
だ
よ
り 
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前
国
立
国
会
図
書
館
長
） 

講
演
題
目
「
米
沢

有
為
会
の
縁
」 

講
演
内
容
は
、
会
誌
最
新
号
の
「
支
部
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

[

懇
親
会] 

参
加
者
二
十
五
名 

 

会
場
を
東
一
番
丁
の
ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
仙

台
国
分
町
に
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
滝

会
長
の
仙
台
支
部
訪
問
は
初
め
て
で
、
会
長

の
席
に
は
多
く
の
会
員
が
訪
れ
、
親
密
な
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

夏
の
交
流
会
（
八
月
五
日
） 

中
止 

 
 

 

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
長
か
っ

た
影
響
で
、
七
夕
前
夜
祭
の
八
月
五
日
も
ま

だ
夏
休
み
に
入
ら
な
い
大
学
が
あ
っ
た
た
め

中
止
し
ま
し
た
。 

芋
煮
会
（
十
月
十
二
日
） 

中
止
。 

 

十
月
十
二
日
は
台
風
十
九
号
が
接
近
す
る

と
の
予
報
だ
っ
た
た
め
、
会
場
を
仙
台
興
譲

館
に
変
更
し
て
開
催
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

天
候
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
の
前
日
の
予
報

で
、
急
遽
中
止
と
し
ま
し
た
。
十
二
日
夜
は
、

予
報
通
り
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
仙
台
興
譲
館

の
近
隣
一
帯
に
も
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
近
く
に
住
む
長
澤
副
館
長
が
駆
け

つ
け
朝
ま
で
緊
急
の
事
態
に
備
え
待
機
し
ま

し
た
。
濁
流
は
芋
煮
会
を
行
う
河
川
敷
を
呑

み
込
み
ま
し
た
が
、
幸
い
堤
防
を
越
え
る
こ

と
な
く
、
寮
生
も
全
員
無
事
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
仙
台
支
部
長 

甲 

國
信
） 

 

仙
台
支
部
年
間
行
事
予
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
仙
台
興
譲
館
行
事 

 

■
１
２
月
１
４
日
（
土
）  

※
忘
年
会
（
寮
生
会
主
催
）
（
会
場
：
仙
台

興
譲
館
）  

※
１
月
１
２
日
（
日
） 

第
一
回
入
寮
面
接  

※
１
月
１
４
日
（
月
）
ど
ん
と
祭  

■
１
月
１
８
日
（
土
）  

※
新
年
会
兼
卒
寮
生
歓
送
コ
ン
パ
（
寮
生
会  

主
催
） 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館 

） 

■
２
月 

第
３
回
理
事
会 

※
２
～
３
月 

温
泉
旅
行
又
は
食
事
会  

※
３
月
１
日
（
日
）
第
二
回
入
寮
面
接 

予
約
と
通
常 

※
３
月
１
０
日
（
火
） 

第
三
回
入
寮
面
接  

※
３
月
２
３
日
（
月
） 

第
四
回
入
寮
面
接 

※
３
月 

末
日 

寮
生
総
会 

 

 

会
員
の
コ
ー
ナ
ー 

バ
ル
ト
三
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
を 

訪

ね

る

 
(

１

)  
 

  

鈴
木 

良
平 

 

２
０
１
９
・
６
・
７ ―

 

１
６ 

２
０
１
９
／
６
／
７ 

１
０
時
、
成
田
か
ら

約
９
，
０
０
０
ｋ
ｍ
先
Ｎ
Ｎ
Ｗ
方
向
に
向
け
、

一
路
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
向
か

う
。
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
で
１
０
時
間
の
旅

が
始
ま
る
。
こ
の
年
で
の
長
旅
は
辛
い
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
飛
行
機
内
で
の
テ
レ
ビ
は
日
本
人

向
け
の
ソ
フ
ト
が
入
っ
て
な
く
、
囲
碁
、
将
棋
、

麻
雀
、
ト
ラ
ン
プ
等
の
ゲ
ー
ム
は
な
い
。
映
画
、

自
飛
行
機
の
飛
行
ル
ー
ト
の
モ
ニ
タ
ー
の
み

で
、
退
屈
し
の
ぎ
の
選
択
肢
が
少
な
い
。
持
参

し
た
本
の
読
書
か
睡
眠
し
か
な
い
。
ト
イ
レ

方
向
に
何
度
も
足
を
運
び
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ

け
て
は
伸
縮
、
屈
伸
、
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
体
を

動
か
さ
な
い
と
身
体
が
硬
直
す
る
。 

 

１
０
時
間
後
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
着
く
と
フ
ェ

リ
ー
に
乗
り
換
え
、
バ
ル
ト
海
を
渡
る
。
フ
ェ

リ
ー
の
乗
客
は
お
お
よ
そ
１
，
２
０
０
か
ら

１
，
５
０
０
人
く
ら
い
、
金
曜
日
も
手
伝
っ
て

タ
リ
ン
市
に
渡
る
客
で
あ
る
と
ガ
イ
ド
が
い

う
。
理
由
は
北
欧
の
物
価
が
高
く
、
さ
ら
に
消

費
税
が
高
額
で
あ
り
生
活
防
衛
の
た
め
と
は

い
え
、
毎
週
こ
の
よ
う
な
現
象
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
果
た
し
て
物

資
の
購
入
と
労
力
と
支
出
な
ど
が
「
ペ
イ
」
す

る
の
か
で
あ
る
。 

 

そ
う
は
い
っ
て
も
各
国
の
税
制
体
系
が
違

う
か
ら
何
と
も
言
え
な
い
。
北
欧
の
税
率
を

大
雑
把
に
調
べ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

デ
ー
タ
ー
は
古
い
が
、
日
本
の
消
費
税
率
は

８
％
に
対
し
て
、
北
欧
は
付
加
価
値
税
と
い

っ
て
標
準
消
費
税
が
２
２
～
２
５
％
、
食
料

品
は
１
２
～
１
７
％
、
租
税
負
担
率
は
日
本

が
２
３
．
２
％
に
対
し
て
北
欧
は
４
３
．
１
～

５
４
．
５
％
、
国
民
負
担
率
は
３
７
．
２
％. 

に
対
し
て
５
５
．
９
～
７
６
．
５
％
と
な
っ
て

い
て
、
社
会
福
祉
面
な
ど
は
、
か
な
り
日
本
と

は
体
制
が
異
な
っ
て
い
る
。 

 

北
欧
の
国
民
は
物
価
の
安
い
エ
ス
ト
ニ
ア
、

ラ
ト
ビ
ア
方
面
に
買
い
出
し
に
南
進
す
る
の

で
あ
る
。
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
こ
と
２
時
間
エ

ス
ト
ニ
ア
の
港
に
着
く
と
バ
ス
で
ホ
テ
ル
に

向
か
う
。
途
中
現
地
時
間
６
時
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
車
窓
は
明
る
い
。
エ
ス
ト
ニ
ア
地
方
の

街
並
み
、
田
園
風
景
を
眺
め
て
い
る
と
山
ら

し
い
山
は
見
当
た
ら
な
い
。
ガ
イ
ド
に
聞
く

と
こ
れ
か
ら
先
ポ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
平
坦
で
丘

ら
し
い
も
の
は
あ
る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は

高
速
道
路
は
あ
る
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
ま
で
は

一
般
道
路
で
あ
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
の
ホ
テ
ル

ま
で
は
「
白
樺
の
木
」
と
「
ね
む
の
木
」
並
木

が
続
く
。「
白
樺
の
木
」
と
い
う
と
寒
い
山
岳

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
こ
の
辺
は
北
緯
５

８
度
で
あ
り
、
日
本
の
稚
内
が
同
４
５
度
で

 

 

 

 

 

 

 

大滝則忠会長 
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あ
る
か
ら
高
緯
度
で
あ
る
。
町
中
を
通
過
す

る
と
公
共
事
業
か
一
般
の
建
設
工
事
が
盛
ん

で
あ
る
。
景
気
が
良
い
よ
う
で
あ
る
が
、
冬
季

期
間
が
厳
し
い
の
か
今
が
最
盛
期
時
の
感
じ

が
す
る
。
そ
れ
は
町
の
は
ず
れ
を
通
過
す
る

と
穀
物
は
「
麦
」
と
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
の
畑
だ

け
で
あ
る
か
ら
だ
。
タ
リ
ン
市
の
ホ
テ
ル
に

よ
う
や
く
到
着
で
あ
る
。
成
田
を
出
て
か
ら

１
３
～
１
４
時
間
、
現
地
時
間
２
２
時
で
夜

と
い
っ
て
も
ま
だ
明
る
い
。
白
夜
で
あ
る
。
本

日
は
移
動
の
乗
り
物
の
た
め
、
疲
れ
休
む
こ

と
に
。 

 

６
／
８ 

ツ
ア
ー
バ
ス
で
ラ
ト
ビ
ア
を
目

指
す
。
今
回
の
ツ
ア
ー
は
参
加
者
２
７
名
、
男

姓
８
で
寂
し
さ
を
感
じ
る
。
南
は
広
島
県
、
北

は
宮
城
県
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
た
。
昼
夜
の

食
事
は
毎
回
和
気
あ
い
あ
い
と
な
り
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
談
や
ら
各
郷
土
の
自
慢
話
な
ど

で
過
ご
し
た
。
ラ
ト
ビ
ア
に
向
か
う
前
に
タ

リ
ン
市(

街
が
世
界
遺
産)

を
観
光
し
た
。
そ
の

他
「
歌
の
原
」、「
ト
ー
ム
ペ
ア
城
」
観
光
し
た

が
、
こ
こ
で
大
失
策
に
気
付
く
。
写
真
機
の  

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
入
れ
る
こ
と
を
忘
れ
、
途
中

で
購
入
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。
今
ま
で
ス
マ

ホ
で
代
用
し
て
い
た
が
、
間
に
合
わ
ず
市
内

の
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
探
し
８
Ｇ
の

Ｓ
Ｄ
一
枚
を
購
入
す
。 

 

エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は

Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
で
国
境
を
超
え
る
に
は
手
続

き
は
不
要
で
あ
る
。
し
か
し
検
問
所
は
各
国

と
も
残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
バ
ル
ト
三

国
は
車
窓
か
ら
は
景
色
・
風
景
、
建
造
物(

バ

ロ
ッ
ク
様
式)

、
農
業
、
街
並
み
は
酷
似
し
て

い
る
。
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
木
造
と
い
い
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
モ
ル
タ
ル
は
１
７
・
１
８
世
紀
に

建
設
が
奨
め
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

町
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
で
は
あ
る
が
、
な
か
に

は
後
世
の
た
め
か
観
光
客
の
た
め
か
バ
ロ
ッ

ク
の
建
築
構
造
を
過
程
・
工
程
な
ど
を
含
め

て
本
体
を
展
示
し
て
あ
る
。
仕
上
げ
は
ク
レ

パ
ス
色
の
淡
い
色
で
し
あ
げ
、
周
辺
に
マ
ッ

チ
し
た
配
色
し
て
あ
る
。 

 

ラ
ト
ビ
ア
の
リ
ガ
市
内
も
世
界
遺
産
に
な

っ
て
い
て
、
観
光
も
多
数
の
時
間
を
当
て
ら

れ
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
建
物
が
多
い
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
各
国
に
行
く
と
、
国
民
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
馴
染
み
の
多
い
教
会
が
あ
る
。
ま

た
各
ツ
ア
ー
で
も
観
光
地
の
コ
ー
ス
に
は
い

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
に
大
聖
堂
と
言
わ
れ

る
教
会
が
あ
る
。
区
別
が
分
か
ら
な
い
の
で

ガ
イ
ド
に
聞
く
と
大
聖
堂
に
は
司
教
が
務
め

て
い
て
、
他
の
教
会
は
不
在
の
こ
と
。 

 

次
の
リ
ト
ニ
ア
に
は
リ
ガ
市
か
ら
バ
ス

で
、
３
時
間
３
０
分
で
行
く
。
や
は
り
農
業
と

林
業
の
国
で
あ
り
、
市
街
地
は
狭
く
徒
歩
で

の
観
光
に
な
っ
た
。
首
都
は
ヴ
ィ
リ
ニ
ウ
ス

で
あ
る
が
、
国
の
真
ん
中
の
カ
ウ
ナ
ス
市
の

観
光
と
な
っ
た
。
旧
市
街
地
の
東
側
の
住
宅

地
に
杉
原
記
念
館
が
あ
る
。
こ
の
地
は
旧
日

本
の
領
事
館
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
侵
攻
か
ら
逃
れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人

を
救
っ
た
杉
原
千
畝
領
事
の
功
績
を
讃
え
、

彼
の
記
念
館
と
し
て
一
般
に
公
開
し
て
い
る
。 

  
 

杉
原
千
畝 

 

略
歴 

１
９
０
０
年
１
月
１
日 

岐
阜
県
加
茂
郡
八

百
津
町
に
父
好
水
、
母
や
つ
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
１
９
１
９
年
早
稲
田
大
学
高
等

師
範
部
英
語
科
中
退
、
外
務
省
留
学
生
と
し

て
ハ
ル
ピ
ン
で
ロ
シ
ア
語
学
を
ぶ
。 

１
９

２
４
年
外
務
省
に
奉
職
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
リ

ト
ア
ニ
ア
、
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
、
東
プ
ロ
セ
イ

ン
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
日
本
領
事
館
に
勤
務
。 

１
９
４
０
年
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
首
都
カ
ウ

ナ
ス
の
日
本
領
事
館
領
事
代
理
時
代
に
、
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害
を
逃
れ
よ
う
と
す
る

 

 

 

 

 

 

バルト三国では水とトイレは有料である 
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ユ
ダ
ヤ
人
に
ピ
ザ
を
発
給
し
、
約
６
，
０
０
０

人
の
尊
い
命
を
救
う
。 

 

１
９
４
７
年
帰
国
。
外
務
省
を
退
職
。
東
京
Ｐ

Ｘ
、
米
国
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ｅ
商
会
、
ニ
コ
ラ
イ
学

院
教
授
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
局
、
国
際
交
易(

株)

等

に
勤
務
。
１
９
８
５
年
１
月
イ
ス
ラ
エ
ル
政

府
よ
り
「
ヤ
ド
・
バ
シ
ェ
ム
賞
」(

諸
国
民
に

正
義
の
人
賞)

を
受
賞 

１
９
８
６
年
７
月
３

１
日 

逝
去(

８
６
歳) 

 
(

出
典)  

杉
原
千
畝 

生
涯
１
０
０
年
記

念
事
業 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

  

カ
ウ
ナ
ス
市
の
中
心
地
を
流
れ
る
ナ
ム
ネ

ス
川
が
あ
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
。
こ

の
川
に
沿
っ
て
両
岸
数
キ
ロ
に
わ
た
り
、
桜

の
苗
木
を
植
え
る
計
画
が
あ
る
と
か
。
さ
す

が
Ｗ
大
学
の
母
校
愛
は
素
晴
ら
し
い
構
想
で

あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
桜
同
様
、
将
来
日
本
の

歴
史
を
中
欧
に
残
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

カ
ウ
ナ
ス
で
は
夕
食
は
各
自
で
摂
る
計
画

に
な
っ
て
い
た
。
ツ
ア
ー
で
も
こ
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
よ
く
あ
る
。
街
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
行
く
人
も
あ
れ
ば
、
ス
ー
パ
ー
で
の

総
菜
コ
ー
ナ
ー
で
用
を
済
ま
す
場
合
が
あ
る
。

私
た
ち
は
後
者
を
選
択
し
、
定
員
の
お
ば
さ

ん
に
食
品
を
指
差
し
、
短
い
単
語
で
単
位
を

表
現
し
少
な
け
れ
ば
モ
ア
、
モ
ア
を
連
発
し

様
々
買
い
求
め
た
。
ご
飯
が
出
な
い
た
め
最

後
は
寿
司
を
選
び(

握
り
は
不
細
工
で
食
べ

ら
れ
る
も
の
で
な
い)

海
苔
巻
き
を
調
達
し

た
。
ビ
ー
ル
は
ア
サ
ヒ
ド
ラ
イ
を
５
０
０
ｍ

ｌ
１
２
本
購
入
し
、
ホ
テ
ル
で
夕
食
と
し
た
。 

(

次
は
、、、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
続
く)  

 

（
仙
台
市
泉
区
在
住
）  

 

 

    

芋
煮
会
の
返
事
（
近
況
報
告
） 

 
 

廣
瀬 

純 

 

さ
て
、
欠
席
の
折
に
は
近
況
を
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
ば
か
り
ご
報
告
申

し
あ
げ
ま
す
。 

小
生
、
目
下
は
今
週
末
に
迫
っ
た
仙
台
市

内
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
の
準
備
に
追
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
第
一
部
で
は
泉
鏡

花
の
『
化
鳥
』
を
原
作
と
す
る
舞
踊
劇
も
上

演
予
定
で
す
。
今
回
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
ほ

か
、
ち
ょ
い
役
で
出
演
も
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
先
月
は
、
半
月
ほ
ど
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在

し
て
お
り
ま
し
た
。
友
人
が
主
宰
す
る
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
う
劇
団
の
サ

ポ
ー
ト
で
し
た
が
、
滞
在
中
、
ご
縁
が
あ
っ

て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
関
係
す
る
方
々
の

親
睦
団
体
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
日
本
人
会
」
の

会
合
に
招
か
れ
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
も
足
を
運

び
ま
し
た
。
そ
の
折
に
、
事
前
に
ご
依
頼
を

受
け
て
お
り
ま
し
た
の
で
そ
の
場
で
自
作
の

歌
を
披
露
し
て
、
宮
城
県
と
共
同
で
つ
く
っ

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
常
長
の
祈
り
』
で
使
用

し
た
曲
も
歌
い
ま
し
た
。
併
せ
て
伊
達
政
宗

や
家
臣
の
支
倉
常
長
の
お
話
や
米
沢
の
話
も

少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
の
終
わ

り
に
は
、
拙
い
な
が
ら
私
の
ギ
タ
ー
伴
奏
で

「
ふ
る
さ
と
」
を
会
場
の
皆
さ
ま
と
合
唱
い

た
し
ま
し
た
が
、
曲
中
「
志
を
果
た
し
て
い

つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
」
と
い
う
一
節
で
は
少

し
目
を
潤
ま
せ
る
よ
う
な
方
々
も
。
「
ふ
る

さ
と
」
と
い
う
も
の
は
海
外
で
研
究
さ
れ
た

り
生
活
さ
れ
た
り
し
て
い
る
方
々
に
と
っ

て
、
こ
と
の
ほ
か
こ
こ
ろ
に
響
く
こ
と
ば
や

記
憶
で
あ
る
の
だ
な
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。 

令
和
元
年
９
月
２
５
日 

 
 

（
仙
台
市
青
葉
区 

純
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
） 

 

新
入
会
員
紹
介 

（
氏
名
、
会
員
種
別
、
住
所
、
出
身
市
町
、

職
業
等
） 

 

斎
藤
祐
介
さ
ん 

賛
助
会
員 

愛
知
県 

蒲
郡
市 

 

米
沢
市 

 
 

再
生
医
療
関
係
企
業
勤
務 

舎
生
Ｏ
Ｂ 

 

横
山 

昇
さ
ん 

賛
助
会
員 

仙
台
市 

太
白
区 

長
井
市 

宮
城
県
議
会
議
員 

 

沼
澤
幸
雄
さ
ん 

賛
助
会
員 

横
浜
市 

戸
塚
区 

 

長
井
市 

元
特
許
庁 

舎
生
Ｏ
Ｂ 

 

黒
澤
和
彦
さ
ん 

賛
助
会
員 

岩
沼
市 

 

米
沢
市 

 

大
成
ロ
テ
ッ
ク
（
株
） 

 

編
集
後
記
：
皆
様
よ
い
お
歳
を
お
迎
え
く
だ 

さ
い
。 

 

編
集
責
任
者 

滝
口
政
彦 
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